
「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 生駒中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月２８日（月）～１２月２３日（月） 

 

実施内容 

 

タイトル 「スタンプラリー」 
生駒中学校の図書室では１０月２８日から本のスタンプラリーを実施しました。

生徒が図書室にある本を１冊読むごとに、図書委員がスタンプを１つ押し、５つ

ためると素敵なプレゼントと交換しています。幅広い読書活動につなげるため、ス

タンプラリーで生徒が読む本のジャンルを指定し、学習漫画、ミステリー、ファン

タジー、学校ものの本からそれぞれ１冊ずつと、自分の好きなジャンルの本を１冊、

読むことになっています。 

スタンプラリーの実施期間中は、ミ

ステリーコーナーやファンタジーコー

ナーなど、指定のジャンルの本のコー

ナーも設けられています。 

「おすすめの本のコーナー」で 

生徒が本を選んでいます。 

 

 

 スタンプラリーのプレゼントは、図書委員がデザインを考えたしおりです。とて

も丁寧に作ってくれました。 

児童生徒の様子 

スタンプラリーに参加している生徒は、「スタンプ３つたまった～！」とうれしそ

うに報告してくれます。また、図書室にあるミステリーコーナーなどには、多くの

生徒が集まり、様々な本を手にとって興味深そうに見ている姿がありました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 スタンプラリーでは、対象となるジャンルを幅広く指定することで、生徒たちが

普段あまり読まないジャンルの本にも触れるきっかけになりました。さらに、新た

な種類の本を読んだことをきっかけに、同じ作家の本や、関連した内容の本を読む

など、幅広い読書につながっています。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 生駒南中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月２８日（月）～ １１月８日（金） 

 

実施内容 

 

  

「別置展示」10 月 28 日～ 
①南分館とのコラボにより、「本活部」のおすすめ本を紹介。②「いい理系本ありま

す」③読書感想画中央コンクール 指定図書の紹介④「キミ本大賞 国語の先生編

テーマ（友達とは？）」 

「移動図書館」11 月 8 日 
図書委員全員が 5 冊ずつ選んだおすすめ本を、図書館

から選出し、渡り廊下に運び、展示。休憩時間と昼休

みに貸し出しを行った。図書委員全員、本をアピール

するためのＰＯＰを作成。今年度は、貸し出し用紙に

本の番号と学年・クラス・氏名を記入し、本に返却予定日の日付印を押してその場

で貸し出し、貸し出し用紙は司書が預かり、まとめて入力処理をする方法をとった。

「図書館だより特別号」11 月９日 
司書が選んだおすすめ本を図書館だよりで紹介。 

児童生徒の様子 

図書委員は、前日の放課後と当日はいつもより早く登校し、移動図書館設置の準備

を頑張った。昼休みだけでなく休み時間にも廊下に立ち呼び込みや貸し出し手続き

などを手伝ってくれ、頼れる存在だった。「これ、面白いで。」と友達に勧める生徒

や、「何冊も借りていいの？」とすぐに借りる生徒、興味をもって立ち読みしていく

生徒、「図書館に今度本探しに行くわ」と話しかけてくれる生徒など、なかなか賑や

かで楽しい移動図書館となった。1年生には好評だったが、2 年、3 年の貸し出しが

少なかったことは残念である。来年度の課題とする。1 年の教室が図書館から遠く、

短い休憩時間にのぞきにくるのは、なかなか難しい状況なので、移動図書館の読書

推進効果は大きく有効である。図書委員作成のＰＯＰも貸し出しに良い効果があっ

た。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

読書週間ということで、掲示板やポスターでの広報や、様々な取り組みをすること

で読書への関心が少し増したのではないだろうか。南分館の「本活部」（10 代、20

代の人たちが“本”をテーマに交流するコミュニティー）への参加をポスターなど

でアピールした結果、3 人の生徒が興味を持ち、入部することになった。今後もア

イデアを出し、工夫を凝らすことにより読書に親しめる環境を作っていきたい。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 生駒北小中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月２９日（火）～１１月２２日（金） 

 

実施内容 

 

 

タイトル「クイズに挑戦！ 
楽しみながら本と親しむ」 

「書き出しクイズ」を実施。 

中学校図書委員が各自 2 冊ずつ本を選びました。自分の好きな本やおすすめ本、書

き出しに特徴のある本などを学校の図書室から選びました。小説ばかりではなく、4

類自然科学の本も選ばれました。さて、答えることができるでしょうか。図書委員

14 冊と図書委員会担当の先生が選んだ 2 冊とで合計 16 冊の問題になりました。 

ヒントは作者名で、本のタイトルを答えます。 

各作品の書き出し 1 ページを拡大コピーして、ヒントの作者名とともに問題を作り、

図書室のあちこちに貼りだしました。問題を探すのもクイズのうちにしたので、子

どもたちは図書室の中を探し回ります。目の前にあるのに気が付きにくい問題もあ

り、図書室のどこが盲点か知ることもできました。 

中学生には全員に解答用紙を配布し、小学生は希望者に解答用紙を渡しました。 

全問正解者には図書委員の手作りしおりをプレゼントします。これもなかなかいい

出来で、しおり欲しさにクイズに参加する小学生もたくさんいました。 

児童生徒の様子 

本を開いて文章を確かめ、合っている本を見つけるとうれしそうにしています。友

だちと相談したりしながら楽しんでいました。 

普段よく読んでいる子は頼りにされて、いろいろアドバイスもしていました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

本や小説への関心が高まったように思われます。 

中学生は行事予定などの関係でまだ本格的に取り組んでいませんが、一部の生徒は

すでにクイズをはじめており、22 日までには皆参加してくれるものと期待していま

す。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 緑ヶ丘中学校 ） 
実施日 

実施期間 
令和元年１０月２８日（月）～１１月８日（金） 

 

実施内容 

 

 

ﾀｲﾄﾙ「おかえり、栞の場所で待ってるよ」 
 図書館等、数か所に「読書週間」啓発ポスターを掲示。 

並びに図書館だよりにて、「読書週間」を告知しました。 

 また、ポスターのキャッチコピー「おかえり、栞の場所で待ってるよ」に合

わせ期間中、貸出図書１冊につき、栞を１枚配りました。 

  

 *栞の詳細* 

  ・「読書週間２０１９秋」と明記 

  ・図書館マスコットキャラクター（前任野見先生創作）のイラストの添付

  ・裏面には、利用した資料の書名、作者名、出版社名が記録できるように

工夫 

 

 

児童生徒の様子 

 日頃より、比較的、図書館利用は活発で、短い休憩時間にも、資料の閲覧、

貸出、返却の利用をしたり、放課後、数人のグループで静かに自主学習したり

する姿が見られます。また、図書委員も積極的に開館の当番を務めています。

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 
本への関心がより高まり、貸出などの利用が増えました。  

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 鹿ノ台中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月２８日（月）～１１月２６日（火） 

 

実施内容 

 

タイトル「見聞を広めよう！ 

未知の扉を開こう！」 
 

 

 

 

 

NDC ビンゴをしました。 

図書室にはいろいろな分野の本があること 

を知ってもらいたくて、ビンゴの枠には０ 

類から９類までの数字と、絵本、先生のお 

薦め本、図書委員が選んでポップを付けた 

環境問題の本、ブックリストの本を入れま 

した。 

本を選ぶ手掛かりとして、０類から８類の 

本の中から各 10 冊前後を選んで、本の表紙 

に分類番号を付けてカードにし並べました。 

先生のお薦め本はあえて 1 か所に集めないで、本の近くに貼ってある先生手書きの

お薦めカードを探してもらいました。 

児童生徒の様子 

たくさんの生徒が参加してくれています。「この本○類だったんだ」とあっという間

に 1 列そろえた生徒、「2 列そろったよ」と嬉しそうに粗品（しおりなど）を選びに

くる生徒など、なかなかの盛り上がりをみせています。普段あまり人がいない絵本

や２類３類のコーナーにも本を見る生徒がいました。 

16 マスすべて埋めたパーフェクトを達成した生徒も多数出ています。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

文学の棚だけでなく、いろいろな場所を巡ることで、図書室への理解が深まりまし

た。生徒同士で本を薦めあう姿も見られ、コミュニケーションにも役立っているよ

うです。 

文学以外でどんな本を生徒が読んでいるのかを知る良い機会にもなりました。 

備考  

 

図書館見聞録 
ビンゴをそろえて 

グッズをもらおう！ 

鹿中図書室を冒険しよう！ 

10/28～11/26 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 上中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月１８日（金）～１１月１５日（金） 

 

実施内容 

 

「図書委員による本の買い出し」 
図書委員 18 名が、図書館担当教員、学校司書とともに宮脇書店へ行き本の買い出

しを行った。学校図書館に置くにふさわしい、友達に読んで欲しい本をひとりにつ

き３冊（うち１冊は必ず小説以外の本を選択）選んで購入した。小説のほか、ヴォ

イストレーニング、サッカー、刺繍、折り紙、ラーメン、話し方についての本など、

様々なジャンルの本が集まった。購入した本は保護者ボランティアの方々に装備を

お願いし、「図書委員が買い出しで選んだ本」と題して特集展示中である。 

「ビブリオバトル模擬授業の実施」 
 12 月 23 日（月）に行われる「生駒市長杯 ビブリオバトル市内中学生大会」に

向け、１年生にビブリオバトルについての授業を行った。ビブリオバトルのルール、

市内でのこれまでの大会の様子などを紹介したあと、公共図書館司書、国語担当教

諭、学校司書の３人で模擬バトルを行った。この日紹介した本、ビブリオバトルに

ついての本、過去の大会でチャンプ本に選ばれた本などを「やってみよう！ ビブ

リオバトル」と題して特集展示中である。また、この時の授業の模様を Twitter「生

駒市 保育園・幼稚園・小中学校情報」アカウントで紹介した。 

「図書館通信の発行」 
 図書館通信 11 月号にて、「読書週間」について情報発信を行った。読書週間の歴

史や意義も紹介し、上記の２つの取り組みについても紹介した。 

 

※その他、「入試に出たのはこういう本」「２年生東京調べ応援コーナー」 

「緒方貞子さんの本」の特集展示を行っている。 

児童生徒の様子 

 本の買い出しでは、図書委員が「自分のため」ではなく「学校のみんなのため」

の本を悩みながら選んでいる様子が見られた。ビブリオバトル授業は、１年生がこ

れから校内予選で取り組むこともあり真剣に話を聞いていた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 図書委員が買い出しで選んだ本は、同年代が選ぶ本として生徒に喜ばれ、盛んに

借りられている。ビブリオバトル授業で紹介した本は、図書館通信の中でも紹介し

たところ、学年を問わず何人もの生徒に借りられている。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 光明中学校 ）   

実施日 及び 

実施期間 
令和元年１０月２５日（金）～１１月１１日（金） 

 

実施内容 

 

タイトル「ＰＯＰコンクールの展示」 
夏休みの国語の宿題に、1 年生から 3 年生にかいてもらったＰＯＰ（自分のお薦

めしたい本をハガキサイズの用紙にイラストやあらすじ、キャッチコピーをかいて

表現したもの）を展示した。概要は以下の通り。 

 

① 文化発表会（9/20）の教室展示において、各クラスに優秀作品を 10 作品、そ

の中からコンクール大賞と佳作を図書委員が選出したものと、学校司書の選

出した学校司書大賞を貼り出す。文化発表会終了後は図書室に来年まで貼り

出される。 

② 優秀作品を含め、提出してもらった全ＰＯＰを集計する。ＰＯＰに取り上げ

られた作品のランキングと作家のランキングを出し、昨年のランキングとと

もに図書室内に展示。 

（ちなみに作品ランキング 1 位は、「ぼくらの」シリーズ 宗田理／著 

作家ランキング 1 位は東野圭吾だった） 

③ 優秀作品に選ばれなかったＰＯＰを図書室に蔵書してある本と併せて展示

「ＰＯＰを見て、その本を読みたくなったら借りていってね」とあおり文句

もいれる。 

 

児童生徒の様子 

① は毎年実施していて、生徒の評判もよい。図書を借りずにＰＯＰだけ見に来る

生徒も多くいる。また、来年のＰＯＰ制作の参考にもしているようだ。 

② は昨年から始めたが、図書室入り口すぐに展示しているため目につきやすく、

「東野圭吾かぁ」など反応もあり、見てもらっているようだ。 

③ も昨年から始めたが、目にとめて「自分のＰＯＰだ」など反応もあり、該当図

書の貸出も期間中２冊あった。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 
特になし 

備考  

 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（ 大瀬中学校 ）   

実施日 

実施期間 
令和元年１０月２３日（水）～１１月９日（土） 

 

実施内容 

 

タイトル「ビブリオバトル模擬と読書クイズ」 
① ビブリオバトル模擬（１年生） 

１０月２３日（水）多目的室にてビブリオバトルの模擬授業を行った。 

１時間目（１、２組）、２時間目（３、４、５組） 

  生駒市図書館司書吉田さん、１年国語科担当の教諭安田先生、福原先生の３名

がバトラーとして発表した。 

  吉田さんからビブリオバトルについてルールなど説明を聞いた後、各々が１人

５分間の発表をし、３分間の質疑応答、投票を行った。 

  結果は安田先生の『よるのばけもの』がチャンプ本に選ばれた。 

  〈バトラーと本〉 

  吉田さん  『小説 秒速５センチメートル』 新海誠 著 

  安田先生  『よるのばけもの』           住野よる 著 

  福原先生  『こうぺんちゃん』           るるてあ 著 

 ビブリオバトルの後、図書館司書の吉田さんのブックトークを聞いた。 

        『恩讐星域』            ノアズ・アーク 著 

② 読書クイズ 

１０月３０日～１１月８日の期間中の司書の出勤する昼休みに読書に関する

クイズを図書館内で実施した。 

図書館に蔵書している本の中からの出題で正解者には特製しおりをプレゼン

トした。 

児童生徒の様子 

① ビブリオバトルを知らない生徒がほとんどであったがよく聞いていた。終了後

本を見に来て「読みたい」という生徒たちが数人いた。 

② 昼休みが短いが図書だよりで紹介したためか参加者が多く来館者が増えた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

① 図書館内に展示したところ、閲覧者が多かった。他の学年の生徒も興味を持っ

ていた。すぐに貸出され、同じ作家の作品も借りていく様子が見受けられた。

② クイズの答えを探すために友だちと本を読んでいた。 

備考 

図書館の司書の方、先生方の協力のおかげでとてもスムーズに進めることができた。

ビブリオバトルが楽しかったので、発表は出来ないが聞きに行きたいという生徒が

いたと１年生の先生から聞いた。 
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